
〔女子準決勝Ａ〕               
ＬＥＯＶＩＳＴＡ 

ＢＡＳＫＥＴＢＡＬＬ 

ＣＬＵＢ 

 
（ クラブ・ユース ） 

１２－８ 

１２－１７ 

４７          ４８ 

６－１４ 

１７－９ 

 

ＦＡＢ 

   

（ クラブ・ユース ） 

【評】 

決勝進出をかけた戦い。お互いにオールコートマンツーマンでスタート。ＬＥＯＶＩＳＴＡ♯３２藤
井のレイアップ、♯１２澤口の１対１、♯４７鈴木の３Ｐなどで点数を重ねた。それに対して、ＦＡＢ
は♯２６近藤のジャンプシュートや♯１８吉田のゴール下のシュートなどで対抗し１Ｑを１２－８でＬ
ＥＯＶＩＳＴＡがリードし終了。 

２Ｑ、 ＬＥＯＶＩＳＴＡは前からプレッシャーをかけターンオーバーを誘発し、♯３３宮原の３Ｐな
どで先行しＦＡＢをリズムに乗らせない。しかし、試合が進むにつれてＦＡＢが積極的にドライブイン
を仕掛け小気味よく得点を重ねた。その後一進一退の攻防が続くが、終了間際にＦＡＢ♯１３池田の３
Ｐが決まり逆転。前半を２５－２４でＦＡＢが１点リードして前半を折り返した。 

後半、ＦＡＢは堅い守りから相手のミスを誘発し、♯１８吉田のリバウンドからのゴール下や♯１３
水島の３Ｐが効果的に決まった。ＬＥＯＶＩＳＴＡも♯３高橋と♯０佐々木の３Ｐで応戦するもＦＡＢ
が３９－３０で点差を離し、３Ｑを終了する。 

４Ｑ、追いつきたいＬＥＯＶＩＳＴＡは積極的にプレッシャーをかけボールを奪いに行き、ターンオ
ーバーを誘い、ＦＡＢに得点を許さない。その後、ＬＥＯＶＩＳＴＡはドライブや速攻などで得点つな
ぎ、残り２分に♯１２澤口の３Ｐが決まり２点差とするが、すぐにＦＡＢも♯１３水島も３Ｐを決め返
し譲らない。残り２１秒でＬＥＯＶＩＳＴＡの♯３２藤井が３Ｐを決め１点差とするが、最後はＦＡＢ
が逃げ切り４８―４７でＦＡＢが決勝進出を決めた。熱戦を制したＦＡＢ、最後まで粘り強く果敢に戦
ったＬＥＯＶＩＳＴＡの健闘を称えたい試合であった。 

 

〔女子準決勝Ｂ〕               
 

船橋市立七林中学校 

 

（ 船橋 ） 

１３－１８ 

２０－１９ 

６３          ７３ 

１９－１３ 

１１－２３ 

 

   ブルーペブルズ 
 

（ クラブ・ユース ） 

【評】 

両チームともハーフコートマンツーマンでスタート。七林♯１２雨池のドライブイン、ブルーペブル
ズ♯１１眞壁のジャンプシュートで得点する。ブルーペブルズは♯１堀、♯１４佐野の力強いドライブ
インと♯３０渡邉のジャンプシュートで得点。七林は♯１１武田のゴール下シュート、ジャンプシュー
トと♯１０鷲尾の鋭いドライブインで反撃。両チーム堅いディフェンスで一進一退の攻防が続く。ブル
ーペブルズは♯１４佐野と♯１１眞壁の３Ｐシュート、♯６３大鰐のドライブインで点差を広げる。七
林は♯９戸田の３Ｐシュート、♯１２雨池の１Ｑ終了間際の得点で食らいつく。 

２Ｑ開始早々に、七林は♯１１武田、♯１２雨池、♯１０鷲尾の得点で逆転する。ブルーペブルズも
♯６３大鰐、♯４２ジェン、♯９９千葉の得点で再度リードを奪う。その後も逆転に次ぐ逆転となり、
両チームとも熾烈なリバウンド争い、ルーズボール争いが続く攻防が繰り広げられる。前半はブルーペ
ブルズが４点リードをして終了する。 

 後半は、七林が♯１１武田のポストアップを起点に＃９戸田が３Ｐを決めるなど見事なチームプレイ
で得点を重ねる。ブルーペブルズも♯３０渡邉のポストアップや♯１１眞壁、＃４２ジェンのドライブ
インで得点を重ねる。両チームともボールマンにダブルチーム仕掛けるディフェンスに切り替え、速攻
からの得点も生まれるスピード感ある攻防となる。七林は♯１７椎名と♯９戸田の３Ｐシュート、＃１
０鷲尾のジャンプシュートで逆転し、七林が２点リードで３Ｑは終了。 

４Ｑ開始直後、ブルーペブルズ♯３０渡邉のポストアップからバスケットカウントで逆転。七林は♯
１２雨池の３Ｐシュートで同点に。息の詰まる攻防が続く。ブルーペブルズは♯２１ムンガタナのポス
トアップや♯６３大鰐、♯９９千葉の立て続けの得点で差を広げる。対する七林は♯９戸田の連続３Ｐ
シュートで食らいつく。ブルーペブルズはオールコートプレス、ゴール下のボールマンにダブルチーム
を仕掛けるなどディフェンスから得点を重ねて畳みかける。七林は誰一人最後まで諦めず必死にプレイ
するが、ブルーペブルズの勢いを止められず１０点差で決着。準決勝にふさわしい激闘を繰り広げた両
チームに会場は大きな拍手に包まれた。 

  



〔男子準決勝Ａ〕               

 

千葉ジェッツＵ15 

 

（ クラブ・ユース ） 

９－ ９ 

１３－ ４ 

５１           ３５ 

１６－１３ 

１３－ ９ 

 

松戸市立第四中学校 

   

（ 松戸 ） 

【評】 

準決勝、千葉ジェッツＵ１５対松戸市立第四中学校。千葉ジェッツＵ１５はオールコートマンツー
マン、松戸市立第四中学校はハーフコートマンツーマンでスタート。立ち上がり、千葉ジェッツ＃１
７菊池のゴールで得点が動き出す。対する松戸四も、＃７藤田がフリースローを２本決め、一進一体
の攻防が繰り広げられる。１Ｑは９－９で終了。 

２Ｑ、開始３分間で、千葉ジェッツ＃１５鈴木、＃１７菊地、＃１１榊原がゴールを決め、点差を
徐々に広げる。松戸四も＃６武田がフリースローを成功させ食らいつく。しかし、千葉ジェッツが＃
１１榊原のオフェンスリバウンドからの得点や、＃８篠崎のファーストブレイクなどで流れを引き寄
せ、さらに点差を広げていく。前半は２２－１３と、千葉ジェッツの９点リードで折り返す。 

３Ｑの開始直後、松戸四は＃６武田のゴールや、＃９長岡の３Ｐで４点差まで追い上げる。後半に
差し掛かり、千葉ジェッツ＃２４阿部が３Ｐを決める。さらに、相手のチームファウルが重なってき
た状況を生かし、＃４８鈴木や＃２４阿部がバスケットカウントを決めていく。千葉ジェッツは＃１
５鈴木がブザービーターで３Ｐを決め、３８－２６とさらにリードを広げて３Ｑ終了。 

４Ｑが始まり、千葉ジェッツはハードディフェンスで、相手の攻撃を封じにかかる。また、オフェ
ンスでも＃１１榊原、＃１７菊池、＃３２増田の得点でリードを１８点まで広げる。対する松戸四も
、＃８岩﨑や＃６武田のドライブからのゴールで点差を縮めていく。最後まで諦めず、アグレッシブ
にプレーを続けたが、５１－３５で試合終了。千葉ジェッツが決勝戦に駒を進めた。粘り強く戦った
松戸四の健闘も称えたい試合であった。 

 

〔男子準決勝Ｂ〕               
 

ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ 

 

（ クラブ・ユース ） 

１４－１２ 

１７－１２ 

４６           ３８ 

３－６ 

１２－８ 

ＬＥＯＶＩＳＴＡ 

ＢＡＳＫＥＴＢＡＬＬ 

ＣＬＵＢ 

 
（ クラブ・ユース ） 

【評】 

 男子準決勝、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ対ＬＥＯＶＩＳＴＡ。１Ｑ立ち上がり、チームＡはハーフコー
トマンツーマンでスタート。プレッシャーをかけ相手のミスを誘う。対するチームＢは、オールコート
マンツーマン。厳しいディフェンスから、速攻など速い展開をつくろうとする。互いにパスを回しなが
ら相手とのずれをつくり攻める機会をつくった。その中で、ＬＥＯＶＩＳＴＡ＃１６小沼の中での合わ
せで得点を重ねた。一方、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ＃３１吉野、＃３３山下がオフェンスリバウンドから
のセカンドシュートで得点し、試合を優位に進めた。 

 ２Ｑ立ち上がり、互いに激しいディフェンスでシュートまでいけず、２分間互いに得点がない中、Ｈ
ＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ＃３１山本の１対１やポストプレイで攻める。一方、ＬＥＯＶＩＳＴＡは足を使っ
た速い展開や＃２宮田の３Ｐシュートで粘ったが、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥがキックアウトからの外角の
シュートで７点差に離し、前半を終えた。 

 ３Ｑ、ＬＥＯＶＩＳＴＡが前半に続き激しいディフェンスでターンオーバーを誘う。ＨＯＯＰＳ４Ｈ
ＯＰＥはミドルシュートを狙うも中々入らず、得点が伸びない。一方、ＬＥＯＶＩＳＴＡは、粘り強い
ディフェンスからの速攻で差を縮めた。しかし、終盤にＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ＃０井上の３Ｐが決まり
、リードしたまま最終Ｑに入る。 

 ４ＱもＬＥＯＶＩＳＴＡは、粘り強いディフェンスで差を縮めていく。その中、ＬＥＯＶＩＳＴＡ＃
１８竹内のバスケットカウントや＃２宮田の１対１からの周りの選手の合わせで得点を重ね、４Ｑ残り
４分で逆転に成功。しかし、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ＃３３山下のポストプレイで再び逆転。リードを許
さない。その後、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥはミドルシュートが決まり始め、＃３１吉野の２連続３Ｐシュ
ートが成功し、４Ｑ残り１分５０秒で、この試合最大得点差である１１点差に広げた。４Ｑ残り１分、
ＬＥＯＶＩＳＴＡ＃２７石津の３Ｐシュートで粘るが、８点差でＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥが勝利した。 

終始、リバウンドの強さを見せたＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ、激しいディフェンスで粘り強さをＬＥＯＶ
ＩＳＴＡの両チームの健闘を称えたい試合であった。 

  



〔女子決勝〕               

 

FAB 

 

（ クラブ・ユース ） 

１３－１４ 

１４－１５ 

４０                         ６９ 

１２－１５ 

 １－２５ 

 

ブルーペブルズ 

 

（ クラブ・ユース ） 

【評】  
女子決勝戦。 FAB対ブルーペブルズ。お互いに気持ちの入ったハーフコートマンツー

からスタートし、ブルーペブルズ＃１堀がジャンプシュートで先制。 FABは＃１３水島
のドライブインからのシュートや３Ｐを中心に得点を重ねる一方、ブルーペブルズは＃
３０渡邉のインサイドを起点に２Ｐシュートを重ね、１点差で終えた。  
第２Ｑ開始早々に FAB＃８１山田の３Ｐシュートで逆転する。ブルーペブルズは＃４

２ジェンと＃９９千葉の素早いドライブインから得点を重ねていく。 FAB＃８１山田と
ブルーペブルズ＃３０渡邉を中心に、どちらもリードを許さない攻防が続いた。 FABは
速いパス回しからの３Ｐを中心に、ブルーペブルズはドライブを中心とした、それぞれ
のスタイルが輝いた前半戦であったが、５点差でブルーペブルズがリードした。  
第３Ｑ、 FAB＃１８古田、＃２６近藤のカットインを中心にゴール下でのシュートを

積極的に狙う。お互いに２Ｐやフリースローによる得点が続く。ブルーペブルズ＃４２
ジェンの多彩なシュートが光り、最後は＃１１眞壁の執念の２Ｐでリードを保ち、３Ｑ
が終了した。  
第４Ｑ、ブルーペブルズは＃３０渡邉と＃９９千葉の連続得点で９点差に広げ、 FAB

がたまらずタイムアウト。その後、 FABがルーズボールにくらいつき、流れを掴もうと
粘り強くプレーする。しかし、ブルーペブルズ＃４２ジェンと＃１４佐野のドライブか
ら展開されるオフェンスが FABの追随を許さず、４０対６９でブルーペブルズが２年ぶ
り２回目の優勝を決めた。  
優勝したブルーペブルズと最後まで粘り強く戦った FABの健闘を称えたい決勝にふさ

わしい一戦であった。  

 

〔男子決勝〕               

 

      千葉ジェッツＵ１５ 

       

 

（ クラブ・ユース ） 

１０－１３ 

６－１５ 

４１           ５０ 

１４－５ 

１１－１７ 

 

  ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ  
       

 

（ クラブ・ユース ） 

【評】 

男子決勝戦。千葉ジェッツがオールコート、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥがハーフコートの
マンツーマンでスタート。両チーム激しいディフェンスでタフショットを打たせる展開
が続き、守り合いの展開となった。１Ｑ終わりに、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ♯３１吉野が
バスケットカウントを決め、１０－１３で１Ｑ終了。  

２Ｑ、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥは開始早々に♯９片田、♯３５平田の３Ｐが連続して決
まり、流れを掴む。千葉ジェッツは相手の高さに苦しむが、♯４８鈴木のドライブイン
からのシュートで応戦する。ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥは要所で♯２２古手の３Ｐ、♯３３
山下のリバウンドシュートが決まり、１６－２８で２Ｑが終了した。  

後半に入り、スピーディーな展開から千葉ジェッツ♯４５中本のバスケットカウント
、♯３丸山、♯２４阿部の３Ｐが決まり５点差に迫る。対して、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ
はファウルがかさみ、前半のようなリズムが掴めない。千葉ジェッツのペースのまま３
０－３３で３Ｑ終了。  

４Ｑ、双方譲らず一進一退の攻防が続く。残り３分、ＨＯＯＰＳ４ＨＯＰＥ♯０井上
の３Ｐが決まり７点差となったところで千葉ジェッツのタイムアウト。その後もＨＯＯ
ＰＳ４ＨＯＰＥの連続得点が決まる。千葉ジェッツは速い展開から得点していくが、Ｈ
ＯＯＰＳ４ＨＯＰＥが逃げ切り９点差で決着。  

両チームともに粘り強いディフェンス、決勝戦にふさわしい熱戦となった。健闘を称
えたい。  

 


